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． 
「二冊の本」の最後の頁

． 

昭和22年、私のところに近所の先輩－伊藤知

巳氏が、 『哲学概論』（紀平正美著） と 『史的唯物

論』の二冊の本を持ってやって来た。

この 『哲学概論』の最後の頁には、先輩の父

親－伊藤栄治氏の字で、 三十才を過ぎて涙を流

すこともなくなっていたが、この本を読んで久

し振りに涙が出た、 と書いてあった。また 『史

的唯物論』には、先輩の若々い、字てや「真理よ、

最後の勝利は御身のものなり 」 と記されていた。

先輩の父親は私もいろいろお世話になった方だ

が、山形県出身の医師て＼同郷の写真家土門拳

氏とは、川、とこかの間柄であった。また先輩は、

父親の教育方針で旧制のわが西南学院中学に学

び、後に早稲田大学文学部に進み、卒業後は土

門拳氏と一緒に仕事をし、写真評論家となる。

現在、山形県酒田市に、 『ヒロシマ』 『筑豊の子

どもたち』 『古寺巡礼』などの写真集で人々を

ひきつけた土門拳氏の、仕事の全貌を伝える写

真博物館があるが、これは先輩が建設の責任者

となり、 j軍身の力をふりしぼって造った、世界

日佐ーの写真博物館である。 しかし先輩は、 これ

を完成させた後、急、に世を去った。

この先輩が、昭和22年、二冊の本を持ってき

てくれた時は、早稲田大学の自治会役員をし、

かつ、敗戦後の日本民主化の一翼を担う大学自

治会の全国組織－全学連ーを組織するのに活躍

していた時であった。その合い聞に、 当時福岡

て＼病に臥せていた私のところに本をもって来

てくれたのである。その時の 『哲学概論』は、

図書館長 長 洋一

かつて先輩の父親が読み、先輩が読み、ついて、

私にj度されたのである。私はこれを読んだが、

先輩の父親が涙 したということを理解すること

はできなかった。むしろ私はこの本よりも、 『史

的唯物論』の方が、そこに記された先輩の言葉

と共に理解できた。

その後しばらくして、私は大学に学ぶことに

なり、松村武雄著『日本神話の研究』第二巻を

読んだ、時、該博な知識によ って、日本神話の特

色が説きあかされていく のに非常に感動した。

その時、私は先輩の父親が本を読み涙したとい

うことが、何かしら判るような気がした。論理

によって説きあかされてし、〈 真実一真理には感

動が伴うものであった。それは、その人の立場

て、、異なることもあるだろうが、本の中にはその

ような感動をよびさます力がある。

私は講義てや神話について話す ことがあるが、

それは 『日本神話の研究』を読んだ時の感動に

根ざしている。本を読む多くの人の中には感動

し涙するという経験をもっ人もあるだろう 。そ

の感重力は、おそらく f可らかのJIヲで人々に伝えら
れているにちがし、ない。

今からの情報化社会の中て＼本学に限らず大

学図書館のあり方が問題となるが、椅子に腰を

おろして読み続ける本の中か ら、感動の湧出が

なくなることはない。図書館は、今後も、よ い

本を沢山そろえ、読書 ・研究の条件を完備して、

豊かな世界への土台となっていくべきであろう 。

（ちょう よういち：文学部教授）
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川女読書の秋川女 ；

『レトリックと人生」

読んで、ほしいこの 1冊刈

渡部昇一他訳

文学部助教授大橋 浩

「上機嫌」は、 I’m feeling up. I’m in high spir-

Its. といい、「落ち込んでし、る」は、 I’m really 

down. I’m depressed. という。

ことばは私たちが現実世界をどの様に捉えて

いるかを映し出す。そ して、その認識をことば

で表す際の中立ちとなり、また逆に、認識の し

かた自体に大きな組組みを与えるのが隠喰ーメ

タフアーである。｜沼、H食や換日食などのレトリック

は、ともすれば相手を説得するための有効な手

段にすぎないと考えられがちであるが、 実は、

人間の認識と 言語に重要な関わりを持っている

のだという主張が、豊富な英語の例ーそして本

訳書ではその日本語訳 とともに述べられてして。

例えば、「議論」の様にやや抽象的な概念をよ

り明確に理解するためには、より具体的な、「戦

争」い、う概念をメタフアーとして用いている

ことが、次のような例で示される。

He attacked every weak point in my argu-

町ient.

I’ve never won an argument with him. 

If you use that笠E主主皇L he will wipe you 

out. 

更に面白いのは、この種のメタファーは、 単

にある 1つの類似点を持つのではなく、構造的

な類似性を持つという指摘。いわく、議論にも

戦争にも、守るべき意見（陣地）と攻めるべき意

見の衝突があり、論戦の開始・攻撃・防御・退

却・反撃・休戦等の過程を経て勝利・敗北とい

う結末に歪ljるとしづ 具合いに。

何気なく使っていることばを考え直してみる

絶好の機会を与えてくれる本である。

[1986年大側 23州｜
おおはし ひろし：英文法j

『自省録」
マルクス・アウレリウス著

文学部助教授工藤博子

「人類の進歩」という 言葉をよく耳に します。

しかし、私は、物質文明以外の部分での進歩は

全く無いと考えています。人閉そのものが変ら

ない結果、歴史は繰り返され、歴史の教訓は学

ばれないのですが、にもかかわらず、人間に進

歩が無いことは、悲しむべきことではなく、む

しろ素晴しいことであると思われます。なぜな

ら、幾千年も前の人間の思想や行動が、時を超

えて永遠に価値をもつことが、この事を前提と

してのみ可能となるからです。

この事実に気付かせてくれたのが、ローマ帝

国の五賢帝の一人、マノレクス・アウレリウス帝

の残した『自省録』（岩波文庫）でした。

アウレリウス帝は、イ受入してくるゲノレマン人

との戦いの中て＼紀元180年、ウインドボ、ナの陣

中に58年の生涯を終えるのですが、 『自省録』は、

皇帝 としての責務を誠実に果しながら、折にふ

れ自身の考察や感慨を書きとめた覚え書きです。

人に見せることを全 く意図していないので、何

の気取りも街いもなく、極めて簡潔な文章で書

きとめられています。

皇帝の位を継くやベ〈 生まれてきた彼が、スト

ア哲学を拠り所として、 実に厳しく自分自身を

律してし、く過程しその真撃で崇高な魂は、読

む者を鞭ち、励まさずにはおきません。

歴史の大きな流れの中のはんの一瞬でしかな

い人間の生命ではありま すが、生き方次第てやは、

永遠の命を子に入れることが可能で、あること、

有限であると同時に無限であることを、この一

冊は教えてくれます。

［ 〈ど、う ひろこ：国語学j

『月 山』 森 敦著

庶務課森本旗江

森敦氏は今年 7月末逝去された。放散のみを

街い、凝縮への努力のなかなか窺えない現在の

文学界において、もはや時流を超えたところで

紡がれる氏の文学は、ある意味てやはも っと 、も古

典的であった。その作品は常に、唯一不思i義な
明るさを帯びていた。

本書では、月山の麓にある朽ちた注連寺での．

山ごもり の体験がゆるやかに語られる。 「論.f_LIJ

． 

． 
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l読んでほしいこの 1冊川 安貴女読書の秋貨安食

のTT後にむ、しろ実体験があるようなものを書い
ておきたかった」 という永年の念いを満すもの

であった。 「小説（実体験）の背後に論理ではな

く」と聴し、てはじめてこの忠昧な者にも 『月111』

の深なが心にしみてきた。 「死こそがまさにあ

るべき唯一のもの」（傍点著者）であり「もとも

と本然の時聞があって、僕の死、君の死も吸収

されるのだ」としづ生命の「無限観」が、壮厳

な冬場の山ふ ところに悠悠とうたいあげ、られる。

死によって｜吸収されてゆくこの世の情念が吹き

( ll大雪）にのって舞いあがる。

注連寺のきびしい寒さを凌ぐために和紙の祈

祷｜｜辰で蚊｜｜！長を張り、その中に龍る場面がひとき

わ鮮やかだ。裸電球ひとつが照らしだすその中

を繭の中のようだと語る主人公に、寺のじさま

はH玄〈。 「おらほうだば、カイ コは天の虫いう

のでの。繭の中で天の夢を見とるというもんだ」

吟遊詩人はし、ま繭の中、天上に遊ぶ。

[1山河出書房新社 980円1
もりもと はたえ ｜ 

『肉体の悪魔」
レイモン・ラディゲ著新庄嘉章訳

商学科3年熊本利幸

この本は去年の夏、バイ ト先の先輩に勧めら

れて読んだのですが、 とてもし、し、本だったので

ここで紹介 したいと思います。

この本の作者、レイモン・ラディゲは1903年

に生まれ、 1923年には亡くなっています。わず

か20年の人生だったわけです。その聞に彼は、

2キ扇の小i見をヂ美していますが、 その 1つがこの
『肉体の悪魔』なのです。

この作品は、ラディゲが16歳から18歳の聞に

書かれたとされているもので、物語は第 I次大

戦中のフランスを舞台に主人公の少年と人妻マ

ノレトとの恋愛、年上の女性との恋愛における男

性のエゴイズム、そのエゴイズムの犠牲となる

女性の死を描し、たものだが、とても20歳にもな

ってない少年が書いたとは思えないはど、恋愛

における心理を見事に描し、ている。

ラディゲのすごいところは、この作品をただ

のロマンチックな恋愛小説としてではなく、あ

くまでも正直に、飾ることなく自分の心を冷静

で、客観的な目で分析し、人間の情熱を直視し、

それを不自然に高貴なものに見せようなどとい

った小細工をせずに描し、ているところだ。

いろいろ書いてきたが、 とにかく一度、この

作品を読んで、天才児、レイモン・ラディゲに

触れてほしいと思います。また、機会があれば

『ドノレジ、エノレ伯の舞踏会』の方も合わせて読ま

れるとし、し、と思いますO

［ ~9昨新潮社叩｜
くまもと としゆき ｜ 

『メメント・モリ』藤原新也著

国際文化学科 3年白土智 子

「私はこの本に出会うべくして出会ったので

はないか」 しおこがましくもそう考えた時に、

何だかその運命的なものに、嬉しいようなくす

ぐったし、ような不思議な気持ちになる。

鮮やかて＼インパク卜の強い写真、その上に

乗った、 ドキッとするような言葉。

メメント・モリ一一一死を想え一一一タイトノレさ

えも少し不気味で＼心引かれる、小説では全く

ない。ただの写真集 とも 言えない。詩集とも言

えない不思議な雰囲気をもっ本である。著者の

第一声は、 「ちょっとそこのあんた、 議がない

ですよ」。目の前ていそう 言われるともしかして私

は、鏡を捜すかもしれない。あ るいは、 子でひ

とつひとつその造作を確かめるかもしれない。

情報が多すぎる「今」の中て＼私達は鈍くな

っている。その多い情報に惑わされることによ

って、イ可が正しくて、 f可がそうでないのかを判

断する基準を持ちにくくなっているよう な気が

する。またそれによって色々なことを経験して

いる。旅行、盗み、知人の死、恋愛、そして殺

人までも。自分が実際に手元て、、行なう体験が薄

くなってゆく 。間違えば「生」そのものが軽く

感じられてしまうような。生の重さ、死の重さ

をあまり感じずに生きてしまうかもしれない。

自分自身が生きるバランス感覚を養なうため

「つらくても、等易尖の長弱を免つづけなけ
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安貴女読書の秋大安安 読んで、ほしいこの1冊．ノ｜
れば、ニンゲン、滅びます。」

[19831¥ 附ンター出版局 980円l
しらっち ともこ ｜ 

『私の人間学（上・下）』
池田大作著

経営学科3年大崎正彦

奇想天外の冒険物語に心ときめかし、波乱万

丈な革命小説に胸踊らせて、読みふけりながら、

ふと我にかえって、自身の生活の平凡さに意気

消沈する。それでも心の中では新たな発見とさ

さやかな感動をいつも求めている。そしてとき

として、日常の生活の一場面から見いだす、い

い知れぬ感動とよろこび、 素朴で、平九な生活の

中からの発見。そ して思い出される。奇想天外

の冒険物語や波乱万丈の革命小説にしても素朴

で平凡な思いの中から創りあげられているので

はないかしそしてまた現実の歴史も人々の素

キトな思いによって亥IJ；まれてきているのではない

かと。

この本は、歴史上の人物やエピソードまたは

著名な文学等に題材を求めて描かれている。

そして、全ての題材を通してあらわされている

のは、人々の素朴な思いしそしてその力の凄

まじさではなかろうかと思われる。創造の源泉

をたどり、情熱の力を見い出したクフ王のピラ

ミッドの話から、アレクサンドロス大王のペノレ

シャ遠征の際の思いを描し、た話、フランス革命

を回転させた平九なー婦人であるノレグロ婦人の

勇気と行動の話等のさまざまな題材によって描

かれている。

灯火親しむべきころに最適なホットな一冊で

ある。一冊といいつつこの本は上下二分冊にな

っている。

[1叫読売新聞社各1叩｜
おおさき まさひニ J 

図書館業務電算化の経緯と ｜ 

｜ 今後の推進計画について

今日の高度情報化の中で、教育・研究に必要

とされる各種の学術情報は、年を追ってその量

を増し、また学際的研究の拡がりとともに質の

変化と高度化が進み、メディアの多様化に伴っ

た利用者のニーズも広範囲におよんでいる。

こうした現状において、大学図書館は利用者

の要求に応じて、いかに的確迅速な対応をして

いけばよいのか極めて厳しい環境に立たされて

し、る。

自官官のみにて、あらゆる情幸I*の中からこれを

選択収集し、利用に供するということにはおの

ずから限界があり、そのためには、他大学 との

相互利用、相互協力のもとに、大学問オ、ットワ

図書館システム運用係

ークを形成し、また、 学術情報センターとの接

続によるデータベースの構築、 更には、情報検

索サービスの向上を計るなど、 今後の大学図書

館業務を質的に転換させ、 合理的な処理体制を

確立していくには電算化は最早、 必須の条件と

いえよう 。

このようなことか ら、本学てやは、 1988年から

既に進められている第6次財政計画の中て＼教

育 ・研究の質的向上をめざす重要施策のーっ と

して、図書館業務の電算化が策定され実施に移

された。

導入機種選定のための委員会が設置され、同

時に トータノレシステムをめざ し全館｛本制で臨む

． 

． 
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． 

べく、館内にプロジェクトチームを編成し検討

が行われた。

提案された数社の機種の中から、 HITAC M 

630/10が選定され、また図書館システムとして

LOOKS/U (Library Information Management 

Kanji System for University）の導入が決定した。

1989年2月、機器搬入後、調整を兼ねテス ト
ランを繰り返し、ょうやく 今年4月からその手

初めとして、図書サブシステムを稼動させ、図

書の発注、受入れな ど整理業務を中心にデータ

入力を開始した。

更に 9月からは、閲覧サブシステムのうち、

図書の貸出、返却業務をスタートさせ、図書館

業務の効率化を計るとともに、利用者サービス

の向上に努めている。

一方システムの稼動に並行して、データベー

ス構築のためには、 新規受入れの資料や図書は

もとより、所蔵図書53万冊の遡及入力が必要で

あり、当面、和書については1977年以降、洋書

は1965年以降の出版物約25万冊を対象に、 書誌

の入力を開始しており、 今年4月から現在まで

｜システム構成図｜

の入力件数は 4万 5千冊に達している。

今後の推進計画と しては、明年1月を目処に

品術情報センターとの接続を実現させ、 書誌の

アップロード、 ダウンロードによる高品位の書

誌データベース構築に向けスター 卜する予定で

ある。

また明年4月には、 予算管理、雑誌管理シス

テムを同時に稼動すべく、目下開発を急いでし、

るところで、ある。

このように一連の図書館業務が トータノレシス

テムとして全面稼動を開始した時点てやは、館内

に検索用開放端末機を設置し、また学内 LAN  

(Local Area Network) により、図書館外から

書誌の検索も容易であり、必要とする各種の情

報を迅速に入手することが可能となる。

理想的な図書館、利用者に歓迎される運営を

目ざして、 目下図書館員は精力的に努力してい

る。試行的な作業もあり、場合によっては皆さ

んにご迷惑をおかけすることもあるかもしれな

いが、 しばらくの問、ご理解とご協力を願う次

第である。

MS: 16MB 

． 
HIT AC M-630/10 

・コンソーノレサービスフ0taセッサ

．入出力プロセッサ

・統合ディスク制御機構
．自動Ip L機構
・自動運転機構
－自動診断など含む

回目
回目

レーザヒ．ーム方式
1,500行／分

漢字，
6,250/l,GODB PI 者式出力可

5 6 0 M B×4SP=2.2GB 

回

11 j主フ。リンタ

R S-232C 

（｜人J)15

(40字／秒）
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私が西南の図書館に就職したのは、昭和29年

9月て、、、ちょうど旧図書館の建築が完成する直

前のことでした。旧図書館は、現在の大学院校

舎の場所に、鉄筋3階建て、座席数210、図書収

容可能10万冊の規模でできました。

現図書館と比べると、約5分の l

手呈度の小じんまりしたものではあ

りましたが、緑の松林の向うに浮

かぶ白い濡j西な建物は、大変印象

的で、私達はこれを白亜の館と呼

んだのです。又その中身も、当時

西日本では最初の試みとされた、

ほとんど全面的な開架制度を採用

し、しかも部門別に閲覧室を分け

る方式をとったので、各地から見

学者が相次いで訪れま した。図書

館職員の数も、大幅に増強され、

司書講習会や図書館研修会などに

派遣して資質の向上が図られまし

た。職員が早速手掛けたのが図書

の整理法の近代化て＼日本十進分

類法や日本目録規則への切替えが

なされましたし、又利用者とのコ

ミュニケーションに役立てようと、

図書館報を刊行したのもこの頃か

らです。当時、図書館の職員は30

歳前後の若者ばかりで、皆この新

システムを成功させようと張り切

っていたものです。ただ、戦後間

もないころのことですから、職員

のふと ころはとてもさびしく、「お

どま飴X宣言Xあん人たちゃよかし」
などと口ずさんだことすらありま

． 

． 

用の増加は正にそのせいだというのでした。

さて、当時の図書館は、大学、高校、中学を

総合した学院図書館て＼大学の学生のほか、高

校生や中学生も利用できたのです。ある夕方の

ことでしたが、あまりに 2階が騒

がしいので注意をしようと駆け上

ってみると、何と閲覧室で中学生が

鬼ゴッコをしているのです。これに

はいささか驚きました。やがて、大

学図書館と高校、中学のそれとは別

にすべきだとの意見が大勢を占め、

昭和35年4月、大学図書館一本に

組織変えがなされました。そのこ

ろ蔵書数は約5万冊て＼専門図書

の不足が指摘されていました。そ

こで図書予算の増額を要請すると

ともに、篤志家の図書寄贈を募っ

たりしました。本を寄付しようと

の申し出を受けたら、早速リヤカ

ーをヲIl、て、その家まで出掛けま

した。職員は運搬屋も兼ねていた

のです。昭和35年 7月には、地域

の図書館界の要望に応じて、司書

・司書補・司書教諭の講習会を本

学て、、開きました。九州全域及び広

島、 山口から約450人もの受講者

があって、そのお世話に飛び回っ

たのも、今は懐かしい思い出です。

かつて専門学校時代には、図書の

貯蔵庫としか考えられていなかっ

た図書館も、こうして次第に利用

を第一義とする方向へ歩みを進め

ていったのでした。今や情報化社

会の中て＼図書館は、研究者や学

生のニーズをどうキャッチするの

か、そしてそれにどう対応するの

かが問われています。新しし、時代

大
交
交
交
交

大
学
図
書
館
発
足

の
こ
ろ
の
思
い
出

大
大
大
み
州
大

山

下

和

夫

した。

新 しい図書館ができて、利用が

飛躍的に増加したことは言うまで

もありません。入館者数、貸出図

書数とも前年度と比較して 5割近くもふえたの

でした。ところがこれには一部異説がありまし

て、当時図書館には委員し、稀な美女がズラリと採

用され、カウンターに並んでし、ましたので、利

（写真上：西問問。高校問近 ） 
写真下：昭和30年頃の旧図書館。大学院付近。／

へ向けて、本学の図書館が益々発展していかれ

ることを望んで止みません。

［やました 山：大学図書町l
司書長、教務課長、教務部事務次長を｜
経て、本年10月31日付退職 J 
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＠大学祭期間中

11月8日休）
I 9: 00～21 : 00学習室以外開館
11日（士）

＠冬季休暇中

12月25日（月）クリスマス休館

27日（水：）9 : 00～12 : 00学習室以外開館

28日（桐
I 年末年始休館
1月5日（針

6日（土） 9: 00～ 21: 00学習室以外開館

8日何）平常通り開館

＠冬季休暇中の長期貸出（Cl渇以外は除く）
①学部学生、専攻科生 5冊以内

留学生別科学生 10冊以内

l 12月 15 町~～ 1 用 6 一日士 ノ

②大学院生 ＼ 一 --------Zo冊以ん
10月26日（木）～11月18日（土）

返却期限①②とも 1月18日（木）

報 ； 告

〈図書館委員会〉

1. 6 .14 ①図書館増改築計画の進捗状況

②学術情報センターと のオ、ッ トワーク接続

申請

1. 9. 7 ①図書館業務電算化の進捗状況

②図書館の増改築（経過報告）

③図書館利用規則改正案

〈研修・出張〉

0私大図書館協会春季西地区部会 (1. 6.23) 

於：神戸学院大学篠崎課長、坂口係長出席

。私大図書館協会総大会、研究会 (1. 8 .1～3) 

於：近畿大学 堤次長、篠崎課長出席

。私大連盟業務別研修会（図書館） (1. 9. 4～7) 

於：慶謄義塾大学 立石司書出席

。私大等情報処理教育連絡協議会事務電算化研

修会（1.9.18～20) 於：浜松佐藤司書出席

。九州地区著作権講習会 (1.9.21～22) 

於：福岡 古庄司書、吉村、川上司書補出席

〈本学開催の研究会等〉

0第6回九州、IEC研究会 (1.7.1) 

於：学術研究所 17名出席

研究報告

①丑山 優氏（九州大学）「ドイツ銀行の最近

の動向ーとくに合併戦略について」

②アリ M.エノレアグラ氏（福岡大学） 「The

Costs of the CAP : A Critical Survey」

o図書館実習
1. 6. 26～1. 7 .8福岡女子短期大学 5名

〈人事異動〉

平成元年7月1日付

図書館長 長 洋一（文学部国際文化学科）

coo~o,o i 、 3’0 t O"'.'O 、
n n n r , 、 n 、 ，し吋 ー

o:o:o：こ：，~c －二＂ ＇：正，－ -o－む 0 ι三0 -・ ' l。
_O n n n ）~ 帽 Eョ 、 再帽同 r唱.，，，. 呂田T。、口0 ・・5司邑 ;1:t1::., 、，，，.. ー・ -: .... 
1 一一一日。長l子 S田園 、もl ー町田ム 白血 舟.......
口、v ぺc ） γJ ～ 

『青春には、あらゆる可能性が秘められてい

る。』（国文学者 ：大町桂月）青春は短し、。大学H寺

代はもっと短し、。寸暇を惜しんで警に親しみ、

自分自身を見つめる ときが必要だ、。 ( J ) 
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